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で最大 とな る き,のと考 えられ る.                          第 2 圃

この結 果 は二つ の吸牧帯 が水分子

とOHのBondの 方 向が 結 晶 分  

析 よ り推 定 きれてい る通 りであ る  

こ と示 して いる.        

 以 上 の様 に偏光赤外線 の吸牧 ス  

ベ ク トル を調 べ るこ とは結 晶水の  

合 せ用 い るこ とに依 つて,そ の結

晶構造 を更に明確 にする一つの手         

段 を あたえ ることが分 つた.

 1)四 手井;日 本學術協會報告,13(1938)336.

 2)W.A. Woustuエ. Z. Kfistallogr.94(1036⊃375.

        抵 抗 ご蓄 電 器 ご を 使 用 し アこ

        一 登 振 回 路 に 就 て

              岡   谷    旭

 L緒 言 低周波塘巾器の試験用 として正弦波を廣域に亘 り,安 定に喪振するR。C稜 振

器の二 ・三に於て豫備的實験 を行なひ,そ の回路に就て簡軍な計算を行なつて共の特性を明ら

かにした.

 2.回 路  周波数の安定,獲 振信號電巫の 一・ai,使 用眞室管     第1圏

の特性攣化による性能蔓化の除去,廣 周波敏域獲振等の;}岩黙より考       e

へて,ぴ 位和墾換回路(第i圖)を 獲振回路の第1段 の格子側に狩 ち・  R      R

  に績 く2段(一 般 に偶敏段)の増巾暑降に負還元回路を付 した もの     C

が適當 と思 われた.                                 ●

 以上の黙を考慮 して試みた河路を第2圃 及び第3囲 に示す.庇 の

場合臆 す可 き鼎t汲 びc・の糧 のバランス焔 臓 脈 方奄け  f・'ixi
,kic

る獲振に大 きく効いて來 る事.}1 f)の値は非常に鏡拠 二稜振條作に

影響する爲波長切換毎 に遥化する必要がある事・配線 とChassisと の聞の浮遊容量の影響に依

る周波数攣化に件なふ負還元量の攣化を補償する鴬 に,1{v若 しくはRL 1, RL2に 換はる可
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           岡谷:抵 抗 と蓄電器 とを使用した一一讃振回路に就て

き抵 抗 に適 常な容 量 を挿 入す る必要が ある事.川 力側に攣lli:器をfl]い アこ場合 は その固有共振周

波敏 が ある故,之 を無 くして直接Cathodeの 抵 抗 によ り出力 を取出ず`1二塘 巾段の途r'i.iに於 て

の位 相 のズ レを防 ぐ爲 出來 る限 りCath・ ・le foll・wer方 式 の如 き直接 結合 を用い ると共 に,負
             し

還元路に依 る位和の ズレにも注意を拙 う事等であつた.

                 第   2  圖

                      B-    B+

 3.回 路の解析  更に回路の性質を明瞭        第  3 圏
にする爲に上記回路の等贋回路に就 き計算を        一・

行雛 芽の回脇5鰍 鑓1
.羅 諜
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以上の5式 よ りe .1に 關 して次の如 き式 を得 た。

   C.i 1+紫)常+(C2(RN+R1+Rの+GIRs     ARN    C2RIRN2       (ARc一トRN)1モ1、){lae". +、,提。R、一・(・)

票 の羅 を・ とおけば磁 譲 駈ミの條件として

       至2(RN+お 課 土腿Lて 亙1{論R蕊。「,   (・)

が求 め られ 振 動式 よ り

       e.1=El Sin(2πft十 φ),   1・=,φ・・… 害宝三独二                     (8)

              1

       f=万 函西 菰頭 繭R。 、        (9)

ARo >> RN Ro とお け ば(7)よ り

       CL](RN一卜撚 姜!+CIR1-。IRL '    (1・)

C.1=C2=Co,1-1 1=R2=Roと す れ ば

        緊耀呈`L「誌 一         ' (11)

とな りcoの 値(可 憂蓄電器 の容量)に は無關係 となる.各 周波 数に於 け る・條件 を吟味 す る と

 (i) fの 小 さな時,Ro>>FNで あ るか ら(11)式 よ り RrT=1/3瓦 託(12), R■, I I,の 値

は使用球 によ り決 る故PNが 求 められ ると共 に,更 にRn=RN-R、 よb Rnか 求 め られ る.

此 の條俘 よ りすれば低周波 に於 いて獲 振 ば何 等の根 イ〈rl勺束縛 條件が な くて,只 軍 に蓄電 器 に依

る位相の ズ レが効いて來 る丈 けであb,事 實1eyele或 は それ以下 の周 波 殴の護振 も生 じ得 る

事が實験にSb示 されアこ・       錦6[両

 (ii)fの 大 きな時.(11)式 よ り

之臆懇 蹴 ∵)摩.
之より                    

  R・-11{爵(1+/・+欝1書)〔14)
                           

R`,=。 。の ときにはRx=/i勇Rl石RL(9)

に(11)式を代入望   

》瀬 正f=
・7tC・.1/R.・+辱+/寧   Rc   -7;e

       十3RcRl,Ro2    (15)

とな り Ro>>RcRI、 と な る女ロ く選 プζミと

            1

       縦 ・。C魂。R「         (16)

となつた.

                    (リ8)



        君橋・早川・藤永:海 水,苦 汁に艶するマグネシウムの定量法知.見

 以上の計算に依 り第一段 にはC.athode抵 抗値の低いもの,第 二段には陽極負荷抵抗の低い,

も,の,例 えば6S97,2A3の 組合せの檬なものが渚え られ・位和のズレさえ無ければ十数MC

迄稜振 し得 る可能性を有する事が解った.

 4.結 言  以上の實験並びに計算により増巾器を愼重に設計 して 波型歪,位 相のズレを

除いた場合 には廣周波域に亘 り安定且明瞭な正弦波を護振 し得 ると共 に,可 成 り計算値 と合致 ・

した結果を示す事 を認めた.依 つて,目 下更に廣周波域の護振 を實験す ると共に此を使用 し,

攣形した矩形波,衝 撃波稜生装置を試作實瞼中であり他の機會に爽表の豫定である.

       海 水 ・苦 汁 に樹 す るマ グ ネ シウ ムの

       定 量 法 知 見

           石 橋 雅 義 ・早 川 久 雄 ・藤 永 太 一 郎

 輕金属マグネシウムの重要性は今後盆々期待されるのであるが,戦 後の本邦に於けるこの も

のの資源は專 ら海洋(海 水,苦 汁)に 求めなければならぬ.

 あらゆる化學元素の資源的開獲並びに物質的債値の決定及び向上の爲に,該 元素の定量分析

は必須 不可嵌的重要性を有する.さ れば海水,苦 汁等に於けるマグネシウムの定量分析は極め

て大切であ り,且 つ共存するカルシウムとの分離 も亦頗 る肝要 な問題である.

 從來行はれて居たマグネシウムの重量分析法,即 ち燐酸鞭法,オ キシン盛法等に封 し,著 者

等は中和滴定法及び電流滴定法 による新容量分析法を提唱 し,併 せて重量分析の際の蔭酸 によ

るカルシウム分離法の簡易化につき行った買験要旨を報告する.

 1.C民 よりM区 の簡易分離法  從來法 に比1し異る所は,試 料溶液 にNII.tClを 加へIIC1

酸性の儘蔭酸 アンモニウムを加へておき,加 熱,煮 沸直前に於てメチルレツドを攣色 し絡 る様

にNIL10Hを 加へる鮎であつ巧・沸騰後は可及的迅速に冷却・濾過・洗游 を行 うのである・

之によれば.從 來法の如 く再沈澱を行わないでも完全に分離定量 されることが知 られた.術,

下記海水の各滴定研究 に於て,重 量分析にこの分離法を適川し満足すべ き結某を得た.

 2・ 中和滴定によるNgの 定量  試料溶液(M9と して30m9以 下)に メチルオレンヂを加

へHC1に て極微酸性 とし, C(,2を 追ひ出し,之 をK(りHで 中和 し満定の出獲黙 とする.之

にKOI MilV,L.準溶液を一定過剰加へMg(OI I)L)を沈澱せ しめ,加 熱煮沸 し,放 冷後Mg(O]1)L)

を吸引,濾 過,洗 潅 し,濾 液洗液 を合 して250mlに 正確に稀繹 し,そ の50mlを とり11C1標

準溶液を以て中和滴定 し,泊 費 されたK(♪Hの 量 よりMgを 定量 した. KOH(又 はNT aOH)

標準溶液は,特 に(X)L)を 含んでゐてはならない・CaがMgと 等量以上共存する時は正誤差

を生する.第1表 は,海 水 に封 してこの滴定法を川いた分析結果である.
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